
令和 4年度
教育関係 の主な事業

[改修前]
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4,884億円
一般会計

主な使い道
教職員の人件費､学校など施設の
改修費・管理運営費、学校給食
関係費、学校備品の購入費 など

一般会計予算と教育費予算の内訳令和４年度

教 育 長

磯野 和美
いそ　　の　　　 かず  　よし

教育総務費 97億6,100万円（13.7％）教育総務費教育総務費

294億6,900万円（41.3％）小学校費小学校費小学校費

中学校費 163億7,700万円（22.9％）中学校費中学校費

高等学校費高等学校費高等学校費 17億1,000万円（2.4％）

特別支援学校費特別支援学校費特別支援学校費 19億600万円（2.7％）

69億700万円（9.7％）社会教育費社会教育費社会教育費

保健体育費 52億3,200万円（7.3％）保健体育費保健体育費

民生費
(36.4％)
1,777億2,500万円

公債費
(10.5％)
511億6,900万円

土木費
(11.7％)
570億5,200万円

衛生費
(10.1％)
495億1,800万円

総務費
(9.5％)
463億1,400万円

商工費
(3.6％)
176億4,200万円

その他
(3.6％)
176億1,800万円

713億6,200万円
教育費
(14.6％)

教育費 713億6,200万円 ※対前年度3.8％増

令和 4年度
教育関係 の主な事業

令和４年度予算に盛り込ん だ教育関係の主な事業について、
新規・拡充事業を 中心にご紹介します。    

新規事業または 新規取組みを含む事業

事業の対象 や数量など内容を広げる事業

整　備
教育環境の

学校教育の
充　実

生涯学習の
推　進

　子どもたちが加害者・被害者・傍観者

にならないようにするために、発達段階

に応じた性の人権教育を実施します。

生命の安全教育推進

→ 詳しくは４面へ

不登校児童生徒への適切な支援に向

けて、スクールカウンセラー等の専門家

や関係機関である教育センター等の機能

の充実を図ります。

不登校対策

→ 詳しくは５面へ

　多子世帯の経済的負担を軽減するため､

引き続き第３子以降

の義務教育期間にお

ける市立学校の給食

費を無償化します。

第３子以降の学校給食費無償化
　義務教育を修了しないまま学齢期を経

過した方や、様々な事情により十分な教

育を受けられないまま中学校を卒業した

方に対応するための夜間中学の開校に

向け、施設整備などを実施します。

公立夜間中学の設置準備

　計画的な保全改修を実施するほか、トイレの洋式化・ドライ化を

進めます。

学校施設の環境整備

　学校施設への不法侵入を抑止するため､

防犯カメラシステムを設置し安全で安心

な学校づくりを推進します。

学校防犯対策
　住宅開発が進む幕張新都心若葉住宅地

区における良好な教育環境確保のために､

新設する小学校の基本設計・実施設計等

を行います。

新設校の建設

　放課後を安全・安心に過ごせる居場所

と様々な体験や活動の機会を提供する

ため、アフタースクールの実施校を

令和４年４月から

24校に拡充すると

ともに、令和５年

度には拡充ペース

を速め、34校で実

施します。

小学校の放課後子ども対策

　図書館に来館することなく読書が可能

となる電子書籍の蔵書数を増やします。

電子書籍サービスの充実

花見川図書館とこてはし台公民館の複合化
　施設の長寿命化、利便性の向上

を図るため、こてはし台公民館を

花見川図書館へ移転させ、複合化

　　　　する改修工事を行います。

[改修後]

令和 4年度
教育関係 の主な事業

　今月、中高一貫教育の特性を生かし、世界の視点に立ち様々な課題を探求する課題発見・解決型学習､

幅広い教養の育成などを目指す、稲毛国際中等教育学校が開校しました。

　この稲毛国際中等教育学校を含め、小・中・高・特別支援学校計168校でスタートした今年度、感染

症防止対策を講じながら、学習や体験等の機会の充実を目指し「子どもたちの心身の安全・安心」を最

優先にした施策を進めます。

　まず、学校施設においては、外壁やトイレ、屋上防水などの改修を継続実施するとともに、不法侵入

を抑止するため、防犯カメラの設置を進めるなど、安全対策を講じます。

　また、子どもへの性暴力被害を防ぐため、性の人権教育を実施します。子ども自身が性暴力被害に

あわない力を育成するとともに、万が一性暴力事案が発生した場合に関係職員への聞き取りなどを迅速

かつ的確に実施できるよう、弁護士などで構成する危機対応チームを設置します。

　生涯学習においては、特別史跡加曽利貝塚の価値や魅力のさらなる向上を図るため、新博物館の建設

等に着手するほか、図書館に来館することなく読書ができるよう、電子書籍サービスを拡充します。

　新型コロナウイルス感染症の拡大から２年が経ち、学校運営にも様々な変化がありましたが、保護者

をはじめとする地域の皆様に支えていただき、誠に感謝しております。「千葉市の学校で学んで良かった｣

と実感できる子どもを育てるため、今後もご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます｡

花見川図書館


